







その他のタイトル The comparison of cultural identity between
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問題と目的   





















者を差別し，自己のプラス価値を相対的に操作することである（石川，1992）。   
一二三（2008a，2008b）は，中国人留学生，日本人留学生を対象に，白文  
化に対するホスト国の人間の評価が文化的アイデンティティに与える影響を調   













的コストが小さいからである（箕浦，1995）。   
では，文化的アイデンティティは差別感につながり易く，国際感覚と相反す  
















アイデンティティや国際主義的態度はどのように変化するのであろうか。   
また，日本人の異文化接触の機会が増大する中で，日本人のアイデンティテ  
ィを異文化接触と関連付けて研究する重要性が指摘されている（新井，1995）。   
日本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  






















方  法   
被調査者 日中の学生の内訳は以下のとおりである。   
① 日本人留学生  
中国の大学（3大学）で学ぶ113名（男性59名，女性54名，平均年齢21．5  
歳，平均滞日期間25．5ケ月）  
（む 日本人本国学生  
日本国内の大学で学ぶ180名（男性55名，女性125名，平均年齢18．8歳）  
（夢 中国人留学生  
日本の大学（10大学）で学ぶ166名（男性74名，女性92名，平均年齢24．1   
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歳，平均滞日期間25．2ケ月）   
④ 中国人本国大学生  
中国本国の大学（3大学）で学ぶ149名（男性34名，女性114名，不明1  
名，平均年齢22．2歳）   
中国人大学生（留学生。本国学生）に関しては，実際はもっと多くの学生か  
らの協力を得たが，今回は漢民族に限定して分析を加えた。  
質問紙構成 本稿で分析に用いる質問項目は以下の通りである。  
1）文化的アイデンティティ 17項目  
2）自国・自国の人間への同一視 5項目  
3）国際主義的態度 6項目  
4）肯定的自己概念10項目  








調査時期 質問紙の配布。回収時期は2006年5月から10月までである。  
分析 まず，各概念の構造を検討するために，質問紙の1）～4）について固  
有値1．0以上とした因子分析（主因子法，バリマックス回転）を行なう。次に，  
各因子を構成する項目から尺度得点を算出し，相関分析及び分散分析を行う。  
結果と考察   




で，両者を合わせて因子分析を行った。   
「文化的アイデンティティ」に関しては，3つの因子が抽出され，それぞれ  
「白文化への愛着・誇り（以下，愛着）」「自分のルーツヘの興味・関心・探索   
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（以下，探索）」「白文化の保持。継承（以下，継承）」と命名した（TABLEl）。  
恨BLEl 文化的アイデンティティ  
因子  
愛着  探索  継承   
白文化や00（日本。中国）人であることをすばらしいと感じる  ．ア7S  ．248  ．287   
自国・自国の人への強い愛着   ．749  ．257  ．297   
白文化や00（日本。中国）人であることの誇り   ，ア息4  ．384  ．255   
00（日本・中国）人であることを幸せに思う   鴻鵠  ．211  ．210   
自国・00（日本・中国）人への強い帰属意識   藩齢  ．465  ．217   
自分の子どもへの00（日本・中国）人としての誇りの継承   藩鑓  ．300  ．497   
自国の伝統料理。音楽・文化を大切に感じる   ，5登呂  ．262  ．405   
00（日本。中国）人であることの意味の理解   ．279  ．TTや  ．112   
他国との関係からの00（日本。中国）人であることの意味の理解  ．301  ．官40  ．167   
00（日本。中国）人であることが人生に与える影響を考える  ．211  ．5望竣  ．137   
自国をより深く知るために他の自国の人からの話を聞く   ．167  藩9蕃  ．292   
00（日本。中国）人であることが人生に果たす役割がわからない  －．186  …※翫鰻  ー．108   
自国の歴史・伝統。習慣を知るために勉強   ．053  牒繹  ．212   
自分の子どもへの歴史・伝統文化教育   ．315  ．266  藩鍼   
自分の子どもへの自国語。伝統・文化・習慣の継承   ．358  ．205  †ア96   
自国語はとても大切   ．386  ．216  凍弼   
自国の文化・歴史について多くを学ぶために努力したい   ．288  ．279  藩鍾   
「自国せ自国の人間への同一視」に関しては1元性が確認され，「同一視」  
と命名した（TABLE2）。  
mBLE2 自国・自国の人間への同一視  
国子  
同一視   
「あなたは典型的な00（日本。中国）人」と言われると嬉しい   ヰ拳曽5   
「あなたは典型的な00（日本・中国）人」という表現は適切   藩弗   
自国。自国の人への強い愛着   諸82   
「私は00（日本・中国）人だなあ」という実感   。3芋5   
自分の考えや行動に影響を与えた自国の人はたくさんいる   認開  
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「国際主義的態度」に関しては1元性が確認され，「国際感覚」と命名した  
（TABLE3）。  
11BLE3 国際主義的態度  
因子  
国際感覚   
我国にとって外来文化を積極的に取り入れることはプラスだ   ．653   
我国は政治的利益に関係なく，苦しんでいる国に積極的に援助すべきだ   ．593   
我国は外国に対してもっと門戸を開放すべきである   藩㍍   
我国から外国籍企業は排除すべきだ   ′▼－壕95   
他国の貧困の緩和は我国とは無関係である   ∴塚澤   
我国は諸外国から学ぶことが多い   ．箋．舶   
「肯定的自己概念」に関しては2つの因子が抽出され，それぞれ「自己有能  
感（以下，有能感）」「自己肯定感（以下，肯定感）」と命名した（TABLE4）。  












尺度得点の算出   
因子負荷量が．30以上のものを尺度項目とする各尺度のクロンバックのα係   
日本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  






mBLE5 各尺度得点の平均値・標準偏差  
国籍  
従属変数   留学経験  
日本   中国   
愛着   留学生   3．62（1．00）   4．35（．66）   
α＝．92   本国学生   3．70（．81）   4．53（．58）   
探索   留学生   2．94（．80）   3．56（．62）   
α＝．78   本国学生   2．74（．70）   3．79（．63）   
継承   留学生   4．01（．93）   4．31（．68）   
α＝．82   本国学生   4．09（．74）   4．52（．52）   
同M・視   留学生   3．07（．90）   3．71（．77）   
α＝．77   本国学生   3．12（．81）   3．90（．77）   
国際感覚   留学生   3．73（．66）   4．15（．62）   
α＝．68   本国学生   3．56（．51）   4．10（．52）   
有能感   留学生   3．26（．81）   3．75（．63）   
α＝．85   本国学生   3．03（．78）   3．93（．58）   
（）内は標準偏差  
文化的アイデンティティと国際感覚との相関   
文化的アイデンティティと国際感覚との関係について見ていく。日本人学生  
についてはTABLE6，中国人学生についてはmBLE7に，相関係数をまと  






た。これらのことから，次のことがいえよう。   
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TABLE6 相関係数 一日本人学生－  
愛 着  探 索  継 承  同一視  国際感覚  有能感   
．5摘＊＊  薄利琢痺  ノ   ．114  ≠2i音容鈎   
探索   ，4望4＊埠   ＼  ，5警護率＊  †357＊＊   ．017  ，2望5＊＊   
継承   ．ア童i＊琢  ．連番冒＊＊  凋99＊頑   ．087   ．146   
同一視   ，759率串  ．3i鼠＊率   †5¢5＊率    ＼   ㍉守洞   ．084   
国際感覚   ．064   ．118   ．156   ．051  
有能感   ．206＊   ．2ま0率   ．165   ．056   
＊p＜・05 ＊＊p＜・01  
TABLE7 相関係数 一中国人学生－  
愛 着  探 索  継承  
．6護i率牒  昔掴溶＊   5ア4＊＊  。283溶＊   
探索   も58致串率    ＼   ．5蓬鼠寧＊   †温79＊  藩閥貌寧   
継承   ．芸才l＊索  ゝ5銅＊索  。媚9蛍＊   。j弼串   ー諾¢5＊  
同一視   －5温0率＊  ．…   、豊86幾  
．3¢9穀＊  や395淳＊  瞥護3呈＊添  
有能感   。28産＊穀  ．373竣培  ．温99＊  ．215＊＊  









国への無関心さの一端を表すものとも考えられよう。   
また，有能感に関しては，自国の人間への同一視との相関は見られなかった。  
自分は日本人であるという自覚が肯定的自己概念と結びつかないことがわか   
日本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  
































であり，同一の被調査者の時間的変化を迫ったものではない。留学生たちがも   
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mBLE8 分散分析の検定結果  
従属変数  国籍要因   留学要因   交互作用  
F（1，604）  F（1，604）  F（1，604）   
愛着   蓬、5望．遽3＊率＊  4．26繚   ．57  
鉦審車中閣  蘭学＜賽窮   
探索   2縛，66東嶺率  i擾．呂冒＊率率   
冒寒く中軸   
継承   離烏源空攣  5■逢8苧   1．19  
鉦率車庫周  恕謡吏塞腐   
同一視  逢蓬4．S望＊＊鍵  3。0糾   ．86  
鉦審キ率庸  留学境木鏑   
国際感覚  隻0逢．94恕＊＊  5，酵時   1．67  
冒本く率醤  渚学幸華燭   
有能感  i逢5．昏6＊＊＊  
鉦怒車庫磯   
†p＜．10 ＊p＜．05 ＊＊p＜．01＊＊＊p＜．001  
TABLE9 単純主効果の検定結果  
従属変数   国籍要因の単純主効果  留学要因の単純主効果  
留学生   本国学生   日本人学生  中国人学生   
探索   5望。箋冒癖華攣   窯粧。欝i＊索率  5が35溶警   温0。5¢掬警  
冒寒く中席   冒寒く中滴  留学亨寒瀾  博学く寒河  
有能感   3望一望5叙率＊   ま3Sト33＊串率  針華㌘  6。95＊凍  
賢ヨ寒く中家肇  冒本く中層  甜学事本属  礫学く賽観   
†p＜・10 ＊p＜・05 ＊＊p＜・01＊＊＊p＜・001  
ともと文化的アイデンティティの低かった可能性があることにも注意を要しよ  




（2）国際主義的態度（国際感覚）   
国際感覚については日本人学生よりも中国人学生のほうが高い。日本人学生  
は全般的に海外と日本との関係に対する関心が薄いのに対し，中国人学生は海   
日本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  























ま と め   






次のような教育的示唆が得られよう。   
第1に，日本人学生に対する，文化的アイデンティティを高める教育の重要   































げていくことも必要である。今後の課題としたい。   
［1本人学生と中国人学生の文化的アイデンティティと  
国際感覚に関する一考察  105  
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